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第�章 星野家の沿革と星野長太郎

弘化�年��	�
��月�日、星野長太郎は上野国屈指の豪農�星野七郎右衛門朋信家の嫡男とし

て、赤城山麓の小村�勢多郡水沼村�現群馬県勢多郡黒保根村水沼�の地に出生している�
�。天

正年間��
��－�
���に土着したという由緒を有し、寛文期�����－�����には村役人、享保期

�����－���
�には名主を務めていたことが判明する星野家は、元禄�宝永期���		－�����以降

急速に財をなし、宝暦�明和期���
�－�����には�町�反余の耕地を保有する村内随一の有力農

民となっている。さらに星野家は金融を梃子に土地集積に努め、化政期��	��－�	���を経て天保

期��	��－�	���には、水沼村および周辺 ��箇村の耕地をあわせて 
�町�反余、持高にして ���

石以上の水準に到達している���。しかも同時期の星野家は、地主経営や一般の金融�商業活動以

外にも、鉱山経営��銅、明礬、石灰、砥石等��、廻船業��東北�関東間の穀物、海産物、肥

料等の売買および輸送��に手を広げて、近世後期には上野国一国を代表する豪農へと成長を遂げ

ている。

かかる経営的上昇の結果、星野家は上野国幕領支配の要である岩鼻代官所�現群馬県高崎市�、

ならびにその管下の足尾陣屋�現栃木県上都賀郡足尾町�と次第に関係を深め、御用金調達、年貢

米払下応札、日光山御法会の人馬継立等の公用にも与るようになり、文化�年��	���には郡中取

締役、文化 ��年��	���には足尾銅山吹所世話役という二大公用を拝命するに至っている。この

郡中取締役とは、代官所と村々の間に立って「山中入
さんちゅういり

十八箇村｣�現勢多郡黒保根村、東村の全域､

および現山田郡大間々町の一部�を支配する役儀であり、また足尾銅山吹所世話役とは、幕府直営

の足尾銅山を資金面から支援する役儀であった。そしてこの二大公用を通じて星野家は、岩鼻代官

所、足尾陣屋、さらには幕府勘定所とより緊密な関係を取り結ぶに至り、爾来星野家は幕領支配の

一翼を担うまでの存在となっている。文化 ��年、八代目当主星野七郎右衛門朋存は、老中、勘定

奉行の裁可の下、幕府より苗字帯刀を命じられているが、この特権は先の両役儀とともに幕末期ま

で世襲されていった。なおこの後、天保�年��	���、九代目当主星野七郎右衛門朋寛は、上野国

碓氷郡川浦山�現群馬郡倉淵村�の幕府御用材伐採事業を吾妻郡大戸村�現吾妻郡吾妻町�加部安

左衛門とともに無償にて請負っている。蓋し八代目、九代目当主の時代こそ、近世に於ける星野家

の全盛期であった。

しかしながら星野長太郎が成長し、年寄見習として最初の公的活動を開始する幕末�維新期���､

星野家の経営は重大な転機を迎えている���。即ち天保大飢饉の打撃の下、星野家は小作料減免、

債権放棄を余儀なくされると同時に、多額の御用金上納、救恤資金の醵出��例えば天保�年��	���

��月、大間々町打毀し回避のため、千名余の徒党を前にして私財 
��両の提供を約束、以てその

暴発を未然に阻止している��も余儀なくされている。さらに窮乏を訴える旗本数家に提供した資

金も、岩鼻代官所、足尾陣屋に提供した資金も、幕府瓦解の結果、回収不能に陥っている。しかも

かかる苦境に追い討ちをかけるように、慶応�年��	�	�閏�月、東山道総督府先鋒隊参謀の祖式
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金八郎一行により十代目当主の星野七郎右衛門朋信以下、一族 ��名が逮捕され、内�名��当主

の他、星野長太郎、そして新井良助こと、後の新井領一郎も含まれる��が館林城下�現館林市�

に引致されるという事件が発生している�	
。これは佐幕派の嫌疑に伴うものであったが、その際

には星野家の田畑屋敷は言うまでもなく、家財一切に至るまで官軍側に没収され、土蔵内の器物、

衣類等は即座に焼却されている��
。この凶事にあたり水沼村を始めとする山中入十八箇村の村役

人、僧侶、修験者等は挙て助命嘆願に奔走しており、さらに星野家の親戚にあたる武蔵国幡羅郡下

奈良村�現埼玉県熊谷市�の豪農吉田市右衛門�� �英戦争中、英国側の捕虜となり、横浜で解放

された寺島宗則、五代友厚を匿った人物にして��
、かねて勝海舟とも親交を有していた��から

依頼を受けた寺島宗則、勝海舟も総督府に対して一同の釈放要請を行っている��
。一方同時期、

総督府内の彦根藩関係者は、星野家の親族に対して非公式ながら釈放条件を提示、 
���両の献金

要求を突きつけている��
。満額か否かはともかく、この献金は星野家の一族により上納をみたこ

とであろう。結果的に	月中旬、東山道総督府は冤罪証明��右ハ全ク讒者之為ニ陥リ候段甚不便

之事被察候 依之封印附置候家財�田園如元差戻候間 右封印ヲ切解一家安堵致候様可相心得候�

�を発行、	月 ��日、一同青天白日の身となっている���
。

しかしながらこの変事に際して、星野家が失ったものは余りに多かった。邸内の居宅も土蔵も火

を放たれ、土蔵�棟と酒蔵、そして旗本級の壮大な長屋門を除き、家屋全てを失っている。封印を

免れていた家財の多くも持ち去られており、戦国期以来の家宝も、この時に行方不明となってい

る���
。経営関連の帳簿類、金銭貸与の証文類も全部が無事であった訳ではなかった。従って官軍

から田地家財の返付を被ったにせよ、星野家が数千両規模の一大損失を余儀なくされたであろうこ

とは確実である。

ところで慶応�年�月、星野七郎右衛門朋信は上野国旧幕領支配の要である前橋鎮撫所附総長に

任命されている��

。前橋鎮撫所とは維新政府の指示、前橋藩の監督の下、旧幕府直轄領、および

旧旗本領の村々の民政全体を司る最高機関であり、同年�月末、岩鼻県�慶応�年�月 ��日設置､

明治�年 ��月 
�日廃止�への全面的権限移行までの�箇月間存続した。星野七郎右衛門朋信は、

この機関の三総長のひとりとして抜擢を受けているが、｢勤中騎馬槍差許 御目見以上之格ニ申付

拾五人扶持遣し候」という出格の待遇であった���
。また星野長太郎も同年�月、ふたりの弟とと

もに前橋鎮撫所附属の職に任命されており、公用のため頻繁に前橋鎮撫所、岩鼻県役所に赴いてい

る���
。

ついで前橋鎮撫所解消の翌月、即ち改元と同月の明治元年�月、星野七郎右衛門朋信は岩鼻県附

属取締役に任命されている���
。また星野長太郎も岩鼻県附属公用掛に任命されている。かくして

星野七郎右衛門朋信、星野長太郎父子は、成立間もない岩鼻県下の民政を担っている。なお両者が

いつの時点までこの職務に止まっていたかについては明徴を欠くものの、星野長太郎は、その「履

歴書」によると、数箇月にして辞職とあることから、恐らく初代岩鼻知
ち

県
けん

事
じ

大音龍太郎の罷免�明

治元年 �
月�日付�前後、｢会計下吏」の職務を離れて帰村したものの如くである���
。
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ここで目を転じて明治維新期に於ける星野家の経営事情について確認しておきたい。明治元年当

時、 ��歳である星野七郎右衛門朋信、 ��歳である星野長太郎の父子にとって、深刻な打撃を被っ

たところの家政再建は、まさに喫緊の最重要課題であった。星野家にあっては、星野七郎右衛門朋

信の前橋鎮撫所附総長拝命に伴い、同年�月 ��日、｢家法」改革がなされており、以下の決定が成

文化をみている。即ち星野七郎右衛門朋信夫妻、七重郎	星野長太郎の弟
以下の家族、使用人の

計��名は「専ら御用向」に関与すること、星野長太郎夫妻以下の家族、使用人の計�名は「総長役

所相勤候余力を以農事ニ関係可致事」そして星野周次郎	星野長太郎の弟
夫妻以下の家族、使用人の

計�名は「酒造蔵江引移り家務一式是迄通世話いたし候」ことの三条が取り決められるに至ってい

る	��
。その結果、星野七郎右衛門朋信は公務に専念、星野長太郎は公務の余力を以て農業に従事､

また弟の周次郎は酒造、金融、その他家政向一切を担当することになっており、星野家経営再建の

二柱が農商両分野に置かれていたこと自体、明らかである。先学の研究によれば、星野家の慶応�

年当時の年収は約 ����両であり、その内訳は酒造から約 ����両、金融から約 ���両、桑売却から

約 ���両、小作料から約 ���両というものであり、酒造の比重が突出、ついで金融、桑売却が同等

比重で続いている	��
。一方小作料の比重は、水田が皆無に近く、しかも急峻な山間部であったた

め、平坦部とは異なり僅かなものに止まっている。やはり ��町歩を越える耕地からの作徳としては、

���両という水準は決して高いものではない。従って以上の収入構成からするならば、家政改革当

初の星野家が酒造や金融、桑樹培育に力点を置いたことも当然のことであった。

ところで維新期に先立って文久元年	����
、��歳の時、星野長太郎は郷里の農事改良を志し、

自ら耕耘�開墾の作業に従事しつつ、収穫や利益の拡大を目指して試行錯誤を繰り返していた。こ

れは江戸遊学��林家家塾で儒学を、千葉道場で剣術を学ぶことが当時の星野家子弟の常��に際

して得られた知見に基づく実験であったかも知れない。尤も「赤城山脈ノ半腹ニ位シ 四面皆山ニ

シテ水田ニ乏シク 多ク磽�ノ粗畑耳
ノミ

ニシテ 到底耕耘ノ一事ノミテ経済ヲ為ス能ハサル」現実を

再確認せざるを得なかったのである	��
。即ち地味に乏しい山間耕地��山中入十八箇村にあって

は、下畑、下々畑、山畑の如き生産性に劣る畑地が全耕地の九割を占めている	��
��に対して如

何に人夫や肥料を多投しても収穫向上は限定的であり、予期に反して収支相償うまでに至らなかっ

た。この小さな蹉跌の結果、星野長太郎は農事改良からさらに養蚕�製糸改良に着目、試行錯誤を

重ねていくことになった。慶応�年	����
元旦、星野長太郎は家督を相続	��
、実権や公用は相

変らず父が進退するところであったが、未来の当主としてより責任ある立場となった星野長太郎は､

家政再建の方法を思案し続けていたことであろう。そしてこのような模索がなされていた折柄、先

述の如き官軍乱入一件が出来、愈々家政再建の必然性が生ずることになっている。史料上、いつの

時点で星野長太郎が経営上の全権を委ねられ、自己の判断の下、家政を切り盛りできるようになっ

たかは、現在のところ詳らかでないものの、明治�年	����
頃には父が公務�家政より完全に引退、

齢 ��歳の若き家長の下、星野家の経営刷新が開始をみている。

この明治�年の時点で星野長太郎は、｢蚕糸ノ事業ハ古来土地ノ物産ニシテ 疲瘠ノ畑地モ善ク
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桑樹ニ適シ 到
�ママ�

タル処養蚕ヲナサヽルナク 又土地ノ溪水能ク製糸ニ適シ古来ヨリ有名ノ製糸ヲ出

タセリ 此二業ヲ拡張セハ又大ニ経済ノ補助ヲ為スヘシト思考｣、改めて養蚕、製糸の二業を家政

再建の切札として経営の主軸に据えるべく決意するに至った����。そして自身は製糸、実弟等は養

蚕を通じて経営再建の事業に専心着手していくのであった。近世中期以来の金融	酒造重視の路線

から離れて、蚕糸業を経営の主軸に据えたこの決断は、文字通り若き家長の最初の重大決定であっ

て、学史に名高い水沼製糸所の開業、さらに本邦初の生糸直輸出の敢行も、かかる決定の裡に双葉

を萌していくのであった。

明治
年�������月、家業を弟たちに委ねた星野長太郎は、当時日本屈指の声望を有していた

前橋製糸所��明治
年創立の前橋藩営製糸所の後身にして、小野組所有に係る��に伝習のため

入所を申請、旧前橋藩士速水堅曹の許可	指導の下、同年�月 ��日より明治�年�月 ��日まで本

邦初の器械製糸場に於いて最先端の製糸技術を学んでいる����。この後、｢蚕紙売捌御用」のための

短期帰村を挟んで、星野長太郎は、明治�年�月、妻女香久
か く

、および工女
名を率いて再入場を果

たしており、さらに数箇月間にも及ぶ製糸実習に従事している。ついで退所帰村の後、速水堅曹の

助言を踏まえて同年��月、製糸場建築に着手、明治�年�������月、開業を迎えている����。こ

れが県下初の民間洋式器械製糸場	水沼製糸所であり、創業時点では器械 ��台��官営富岡製糸

場の ���台は別格として、前橋製糸所の ��台を大きく上まわる規模��、豊富な水力を以て動力

としていた。

尤も明治�年当時、 ����円以上という巨額の創業費	営業経費を要した水沼製糸所が利益を齎

らすまでには、なお期間を要している����。また工女募集上の困難から、初年度は器械 ��台の全面

的稼動にまでは漕ぎつけておらず、製糸技術の定着上の問題から工女一般の技量はなお発展途上に

あり、しかも官民双方の伝習希望者も出入が激しく、製造上の戦力とはなり得なかった。短い労働

時間、手厚い福利厚生、そして夜学まで備えた水沼製糸所は、北は開拓使、南は九州の熊本、長崎

両県に至るまで、全国各地からの伝習希望者を積極的に受け入れ、同時代に於ける全国屈指の模範

的製糸場であったが、反面収益上の問題を当初より抱えていた。

しかのみならず居留地貿易体制下、一方的優位を保っていた横浜外商は、常時世界標準価格の五

割前後で生糸購入を行っており、如何に精良な生糸であれ、荷数が揃わない限り、高価な取引を肯

わなかった。その結果、水沼製糸所は収支相償うまでには至らず、かつ購繭費、人件費を中心とする

����円規模��この金額は同期の星野家の年収に倍する��の運転資金を毎年要することになっ

たため、資金面から水沼製糸所を支えていた親族、さらには前当主からも異論が噴出している����｡

この時期、星野長太郎は熊谷県、ついで群馬県に向けて勧業資金借入を申請するとともに、政府	

内務省に向けても強く窮状を訴え、資金貸与を再三にわたり要請している。しかしながら認可まで

の時日は長く、しかも金額も意の如くではなかったため、勧業資金以上に高利の銀行資金等に依存

せざるを得ない事態となっている����。かかる苦境の折、星野長太郎はまさに起死回生の手段とし

て、まず居留地外商を介した欧州への委託輸出、ついで外商を介さない直接的輸出、即ち直輸出の



�����

高崎経済大学論集 第��巻 第�号 ����

可能性に注目、実行を図るのであった。

ところで星野長太郎よりちょうど ��歳年少の実弟、新井領一郎�安政	年
月 ��日生�は、明

治	年から�年にかけての東京遊学の後、勢多郡下田澤村�現勢多郡黒保根村�の養父新井系作の

下、繭や生糸の仲買に従事していたが、星野長太郎の勧奨と自身の強い希望から明治
年������､

群馬郡高崎駅�現高崎市�の小泉篤の英学塾に入学、師の度会
わたらい

県出仕に伴い伊勢山田�現三重県伊

勢市�に赴き、翌年�月まで度会県英語学校に於いて英学を修めている����。ついで明治
年、再

度東京に遊学、浅草の化成社�後、市ケ谷�なる英学塾で修学を深め、明治�年、銀座商法講習所

�現一橋大学の前身�に入所、米国人から洋式簿記を学んでいる����。明治
年	月、水沼製糸所創

業と相前後する新井領一郎の英学�商法修業を考慮する時、早くも明治
、�年の段階から星野長

太郎の胸中には、実弟の横浜派遣、転じて海外派遣の構想が萌していたであろうことは確実である｡

始製出ノ生糸ハ都テ横浜ニ搬出シ売却セシモ 荷高ノ少数ナルタメ外人ハ勿論我売込問屋等モ蔑

視シテ品質ノ良否ヲ問ハス低価ニ売却セサルヲ得スシテ 其結果タル出入相償ハスシテ云フベカ

ラサルノ困難ヲ来タシ 家産モ為メニ蕩尽セントスルノ勢ニ迫セリ 其親戚朋友皆製糸器械ノ不

可ヲ唱ナヒ
�ママ�

廃業ヲ促ス事頻ナリ 然レトモ退テ生糸需用
�ママ�

上ニ付考案スレハ精粗素ヨリ同一ノ価格

ナルノ理ナシ 現ニ我地方従前ノ製糸ヲ以テ桐生織屋ニ販売スル其品位ニヨリ格段ノ差価アレハ

海外ノ織絹家ト雖トモ豈其情ニ於テ異ナランヤ 是畢竟売却ノ途其宜キヲ得スシテ製糸家ハ仲買

ノ中間ニ介在セルカ為メニ直接ニ消費者ノ嗜好ニ
�ママ�

探知スル事ヲ得サルニ依ルト思惟シ 茲ニ始メ

テ海外直輸ノ念ヲ起セリ

�｢履歴書｣�星野長太郎�明治 ��年�月 ��日、星野家文書 近代未整理文書�

伊勢修学に ��円以上、東京修学に ���円以上の出費を要した新井領一郎の英学修業は、商法講

習所入所、経済学、経済数学、英文簿記の学習��渡米決定のため、商法講習所第�期生として在

籍した期間は、僅々�箇月に過ぎなかったものの、その成績は極めて優秀であり、後年証明される

卓越した商才、語学力は既にこの時点に於いて発露をみている��の事実から推して将来の貿易実

務担当を意識したものであったことは明らかであり����、海外需要者との直接売買という前例なき

構想と平仄をあわせたものであった。

星野長太郎は既に明治
年��������月、即ち水沼製糸所開業の年に横浜居留地英八十九番館

キングドン＝シュワーブ商会����������	
��
������に対して器械糸 ���斤の販売を委託、英

国倫敦、仏国里�の二大市場に於いて試売を行わせている����。明治�年	月 ��日付、倫敦生糸商

からの商館への報告によれば、水沼製糸所の生糸は揚返しの工程に関して若干の改良の余地を残し

ていたものの、｢糸線ハ随分立派ニ出来生糸ノ性質ハ良好ニ御座候｣「上等繭御 択相成能ク綾を掛

ケ色澤清鮮ニ御製造相成候ハヽ随分上直段ニ売却シ得ベシ 且有名品ト相成可申候」と高評が与え

られており、しかもこの生糸の欧州販売一手引受けまでもが打診されている。尤もこの試売は、商

館側の手数料から運賃、その他輸出諸経費一切を水沼製糸所側が負担したため、収支相償うまでに

�
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は至らなかったが、商館を通じて世界二大需要地の生糸商人からの技術的指摘と助言を受けること

ができ、星野長太郎自身にとって貴重な経験となった筈である。両親を筆頭とする家族、親戚の強

い反対にもかかわらず、器械製糸の優位性、将来性を確信して製造に努めてきた星野長太郎にとっ

て、自家製生糸が英国倫敦、仏国里�に於いて高評を博したことは強い自信と励みになったことで

あろう。

因みに後段に付随して述べておくならば、明治�年���	
��月、水沼製糸所の見本生糸は駐米

国紐育副領事富田鐵之助の手を経て米国絹業協会に提出をみており、他の全国各地の生糸 ��余種

ともども米国絹業協会による検査に付されている��
�。その結果、官営富岡製糸場の生糸を押さえ

て、民間の前橋製糸所、水沼製糸所の生糸がより上位の評価を受けている。従って英国倫敦、仏国

里�、米国紐育の世界三大生糸市場に於ける高評獲得は、資金的困難と周囲の無理解にさらされて

きた星野長太郎にとって、事業継続上の強い確信につながっていった筈である。

ついで明治�年 �
月、星野長太郎、新井領一郎兄弟の人生を画する一大転機が訪れている。こ

の月、順天堂創始者佐藤泰然の長子にして、米国紐育に「日本米国両商組合会社」を設立して雑貨

等の販売に従事していた佐藤百太郎は、熊谷県権令楫取素彦と接触、紐育の自店に於いて生糸販売

に従事する「生徒」即ち商業実習生の募集を打診してきた����。これをうけて権令以下、県当局は､

直ちに星野長太郎に照会、かくして県当局、そして実兄星野長太郎の強い意向の下、新井領一郎に

白羽の矢が立てられるに至っている。星野長太郎は �
月�日付の書翰を以て、当時在京、商法講

習所通学中の新井領一郎に対して実習生応募と渡米の決断を促しており、また �
月 �	日付の書翰

によれば、先の書翰の日付の翌日、 �
月�日、佐藤百太郎、および熊谷県中属伊藤小舟�蚕糸業

行政担当責任者�両名が親しく水沼製糸所を訪問していることがわかる����。この訪問の結果、両

者と社長星野長太郎の間で必要経費の問題等、実際上の協議が遂げられており、旅費�実習費をあ

わせれば ���円という巨額の出費を伴うこの計画は、ここに始動するのであった。

当初熊谷県当局が想定していた実習生派遣の県費補助については叶わず、その支出は渡米旅費の

一時立替に止まったものの、権令楫取素彦以下、県当局の強い支援の下、この計画は着々進展をみ

ることになった。かかる経緯を踏まえてのことであろう、新井領一郎の養父母はもとより、実の父

母、家族、そして一族からも異議が表明されることなく、この決定は同月中、確定をみている。そ

の後、新井領一郎の渡米準備は着々と進捗、明治�年���	���月 
�日、外務省からの渡航証明

書が発行�入手されており、�月 ��日、横浜港からオーシャニック号にて出発、引率者佐藤百太

郎、そして森村豊等他の実習生とともに渡米の途に就いている��
�。

有名なる大医佐藤舜海先生の一子百太郎君ハ 先年より美国ニウヨルク府に一店を開ら
�ママ�

き商業を

営み居られけるが 昨年の秋ごろ一寸帰国して日本の物産を取り調べ 東京西京の商人に引合ひ

送り荷や注文物等の約定を結び 今日出帆のオシアニック号にて美国へ帰らるゝに付き 早川忠

七、新井領一郎、森村豊、増田東一の四氏も商法修業の為め同船して行かれたるよし

�｢東京日日新聞」明治�年�月 ��日����



�����

高崎経済大学論集 第��巻 第�号 ����

この渡航に際して新井領一郎は、水沼製糸所の見本生糸を帯同、あわせて親族より託された桐生

織物、麻糸�富岡近郊産出�の見本も持参しており、米国紐育に於いて商機を窺う準備は既になさ

れていた�	
�。そして太平洋横断の航路に ��日間、列車待ちと静養に
日間、北米大陸横断鉄道の

陸路に �	日間を要した一行の旅が終り、紐育に到着したのは
月 ��日のことであった�	��。新井

領一郎はこの後
週間、佐藤百太郎の店舗を手伝いながら現地に順応した上で、�月初旬、紐育市

内の生糸仲買商を訪問、見本糸を提示して商談を申し入れている�	��。その結果、米国絹業協会の

有力構成員にして、終生新井領一郎と親密な関係を保った生糸仲買商 ��������	
��との間で�月

�日までに内約を、さらに�月 ��日には正式な契約��水沼製糸所の生糸 ���斤を�英斤
ポンド

につき

紙幣�ドル半�金貨�ドル�で購入、納期は�月中��をそれぞれ取り交している�	��。この価格

は当時の紐育生糸相場��欧州製は紙幣�ドル、清国製は�ドル半－
ドル��に比して高価であ

り����、しかも初対面、異邦人である相手から伊仏製生糸と伯仲する価格にて購入を求められたこ

とは、如何に水沼製糸所の生糸が品質上、優れていたのかを雄弁に物語っている。新井領一郎は契

約締結の翌日、書翰を以て家兄に朗報を伝えるとともに、｢先日之見本ニ勝共少シニテモ劣ラサル

様」な高品位の生糸を製造して発送するように求めている����。

ところでこの書翰が星野長太郎のもとに届けられた明治�年�月末から�月当時�到着月は不詳

なるも、紐育－東京間の郵便は到着までに約�箇月の時日を要す�、横浜生糸市場では激変がみら

れた。即ち平年に比して�割の収繭量という伊国養蚕の極度の不振が報じられた結果、�月から�

月にかけて生糸相場が激騰、官営富岡製糸場製の ����ドル��俵＝ ���斤�を筆頭に群馬、福島､

山梨各県等の有名器械製糸は軒並み ����ドルの大台を突破、さらに器械製糸の払底の結果、群馬､

長野両県下産出の座繰製糸も高騰して ���ドルの大台を突破、数年来の低迷続きの糸況が一変、沸

くが如き活況を呈するに至っている����。この事態をうけて新繭相場も激騰�払底を来しており、

水沼製糸所も営業上、高価な原料購求を余儀なくされるに至っている。従って ���ドル前後に低迷

する数年来の糸況からすれば、米国人 ��������	
��が提示した購入価格 ���ドルはまさに破格の

好条件であったが、この明治�年秋に至る横浜市場の急騰は文字通り未曾有の高水準��この後も

明治 �� 年������まで再来をみない激騰��にして、恐らく水沼製糸所の高品位を以てすれば

����ドルの大台突破は確実であった。それ故、大幅な利益確保の見地から、米国人との契約履行

を怠ってでも横浜売却を優先すべきであるとの親族の主張が現れたとしても、別段不思議ではなかっ

た。つまり創業以来の累積赤字を一掃して、現今の割高な原料購入費を高い売却利益を以て相殺す

る好機は、事実、眼前に控えていたのであった。

しかしながらかかる情報を家兄を通じて入手した新井領一郎は、｢一旦定約致候事也 且後来信

ヲ結ヒ長ク公利ヲ謀ルベキナレバ無拠先日之直段ニ而売捌積リ」と書翰で宣言して飽迄契約の遵守

を主張、星野長太郎とともに一族の要求を撥ねつけている��	�。かくして ��������	
�� 注文に係

る生糸
箱、���斤は、星野長太郎の手を経て�月 ��日、横浜港から発送され����、�月 ��日、
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新井領一郎から正式に納品がなされている����。この生糸の受渡しに先立ち、 ��������	
�� は�

月 	
日付を以て研究史上、戦前から著名であった次の書翰を新井領一郎に発し、契約厳守を称揚､

爾後の商談を約束している��
�。


�� �� ���� ��� ����� ����� �������

���� ����

� ����  �!� ���� �" ��� ��
�� � �# $%�	  �! ���� "�%%�	 ��� ��	�� �� $���  �! �� ��� �����


�	�����	 ��  �!� ���	� ��! ���� �
��	 %��� �� ����
� #�������� ��	  �! ��%% ��� �����"���

&� 
��� ����  �! 	�	 
�� �"���  �!� 	���$ �
  �! ���� 	���� � &�$ �� �

!��  �! ���� � ��%%

	� # &�
� �� �#����� ��� �����
 "��  �!�

��!�
 "����"!%% �

��������	
��

�加藤隆�阪田安雄�秋谷紀男編『日米生糸貿易史料』第
巻、近藤出版社、昭和 
	年�月、	�

�－	�	頁。この史料は、米国�新井家文書による�

この後、��������	
��は、水沼製糸所の生糸購入者と交渉、
英斤あたり
ドルの値上げを承

諾させ、 ���ドル以上の価格上増しを実現� ���斤＝ ��	英斤�、新井領一郎の契約履行とその誠

実さに報いている����。そしてこの明治�年�月、水沼製糸所の生糸取引こそ、近代蚕糸業史、な

らびに近代貿易史上に名高い生糸直輸出の初例であり、星野長太郎、新井領一郎の後半生を決定づ

ける重大契機となっている����。以後の両者の動向については、次号以降に於いて言及するため、

敢て立入らないが、この生糸直輸出の成功は、明治 ��年�������	月、本邦初の生糸直輸出商社�

横浜同伸会社の創立につながっており、嗣出の論文を通じて詳密に検討をみる生糸直輸出運動史の

濫觴�出発点となっている����。

表
は星野家文書より作成した星野家歴代当主一覧、星野家�新井家略系図、そして星野長太郎

履歴一覧である。これら歴代当主の活躍をうけて第十一代当主となった星野長太郎は、既に明治初

年から全国屈指の模範的製糸業者として、また生糸直輸出運動の指導者として嘖々たる名声を有し､

日本蚕糸協会、蚕糸業組合中央部、大日本蚕糸会、日本蚕糸会等の全国規模の蚕糸業団体幹部を歴

任、斯界の「泰斗」と謳われた人物であり����、最晩年には衆議院議員も
期務めている。この人

物の活動の軌跡、ならびにその史料に即して本論文は叙述をみるものである。
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始 祖

初 代

二 代

三 代

四 代

五 代

六 代

七 代

八 代

九 代

十 代

十一代

十二代

十三代

星光院悟山玄道居士

管星院霊岳曹源居士

天壽院松室宗寒居士

七郎右衛門

放光院實翁宗悟居士

七郎右衛門

了義院徹雲大通居士

七郎右衛門�彌兵衛�

自星院大圓安休居士

七郎右衛門

瑞光院寳山良傳居士

七郎右衛門朋明�半兵衛�

長星院鶴仙泰壽居士

七郎右衛門邦矩�新七�

瑞雲院鶴翁永存居士

七郎右衛門朋存�長兵衛、耕平�

幽香院壽松泰岳居士

七郎右衛門朋寛�長兵衛�

見性院禅戒義範居士

七郎右衛門朋信�彌平�

長松院仁山良義居士

長太郎朋�〔ともやす〕

大樹院聖峰治範居士

元治〔もとじ〕

顕教院大哲�悌居士

�〔やすし〕

天正�	年�月
日
���	��

正保
年
月
日
������

元禄��年��月��日
���	��

延宝�年
月�	日
������

享保�年�月�	日
������

明和�年�月��日
������

寛政�年
月��日
���	��

天明
年�月��日

������

天保�年�月��日

������

安政�年��月
日
������

明治�	年�月
日

������

明治��年��月��日

��	���

昭和��年�月��日
��	���

昭和��年�月��日
��	���

二子に分割相続させる

二男の家系

早世

初代の二男が家督相続

幕府より苗字帯刀御免

天保�年、大間々騒動を鎮撫

慶応
年、前橋鎮撫所附総長に就任

製糸業者�貿易業者

衆議院議員

製糸業者�産業組合指導者

県会議長

東京工業大学名誉教授

工学博士

� � � � � � �

表�－��� 星野家歴代当主一覧

� � 	 


典拠 星野�氏作成「星野家系図」による。なお「星野家文書」により一部補訂を加えた。
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星
野
家
略
系
図

新
井
家
略
系
図

綾
明
治
三
五
年
六
月
一
八
日
生

昭
和
五
九
年
五
月
五
日
没

君

代
明
治
三
六
年
一
一
月
三
日
生

大
正
一
一
年
八
月
五
日
没

嘉
鶴
江

明
治
三
九
年
二
月
二
三
日
生

大
正
八
年
一
二
月
五
日
没

梅
明
治
四
〇
年
一
〇
月
一
四
日
生

十
三
代

（
や
す
し
）

明
治
四
二
年
六
月
一
八
日
生

昭
和
六
一
年
七
月
二
五
日
没

須

磨
明
治
四
三
年
一
一
月
一
五
日
生

達
（
と
お
る
）

大
正
三
年
五
月
二
日
生

昭
和
七
年
五
月
一
九
日
没

静

代
大
正
五
年
二
月
五
日
生

文

彌
周
次
郎
二
男

明
治
二
年
一
〇
月
八
日
生

明
治
三
四
年
一
〇
月
二
五
日
没

米
国
に
て
客
死

十
二
代

元

治
明
治
六
年
十
一
月
三
日
生

昭
和
三
〇
年
一
月
一
六
日
没

キ

ク
美
九
里
村
（
現
藤
岡
市
）

町
田
菊
次
郎
長
女

明
治
七
年
八
月
一
二
日
生

昭
和
三
七
年
九
月
一
八
日
没

十
一
代

長
太
郎

弘
化
二
年
二
月
三
日
生

明
治
四
一
年
一
一
月
二
七
日
没

カ

ク
前
橋
本
町
（
現
前
橋
市
）

勝
山
儀
左
衛
門
長
女

弘
化
二
年
七
月
九
日
生

大
正
七
年
八
月
一
〇
日
没

周
次
郎
（
分
家
）

明
治
二
〇
年
四
月
二
七
日
没

七
重
郎
（
分
家
）

昭
和
八
年
三
月
一
〇
日
没

兵
太
郎

宮
崎
村
富
永
兵
右
衛
門
家
へ
養
子
に
出

大
正
一
三
年
八
月
九
日
没

領
一
郎

下
田
澤
村
（
現
黒
保
根
村
）

新
井
系
作
家
へ
養
子
に
出

十
代星

野
七
郎
右
衛
門

朋

信
明
治
一
九
年
九
月
四
日
没

ヨ

シ
宮
崎
村
（
現
富
岡
市
）

富
永
兵
右
衛
門
長
女

明
治
三
二
年
八
月
一
日
没

ナ

カ
大
正
二
年
生

ハ

ル
大
正
四
年
八
月
六
日
生

平
成
一
〇
年
九
月
二
四
日
没

�
�
�
�
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

歴
史
家
、
元
米
国
駐
日
大
使

一
九
一
〇
年
一
〇
月
一
五
日
生

一
九
九
〇
年
九
月
一
日
没

種

子
大
正
七
年
生

平
成
元
年
六
月
八
日
没

真
大
正
九
年
生

美
恵
子

大
正
一
一
年
生

真

理
大
正
一
二
年
生

米

男
明
治
二
二
年
八
月
二
六
日
生

昭
和
五
五
年
二
月
没

美

代
明
治
二
四
年
九
月
一
二
日
生

昭
和
五
九
年
七
月
三
日
没

松
方
正
熊
（
し
ょ
う
く
ま
）

松
方
正
義
九
男

明
治
一
四
年
一
二
月
一
一
日
生

昭
和
四
四
年
五
月
一
二
日
没

新
井
領
一
郎

安
政
二
年
七
月
一
九
日
生

昭
和
一
四
年
四
月
一
〇
日
没

田

鶴
元
衆
議
院
議
員
�
実
業
家

牛
場
卓
蔵
娘

典
拠
「
星
野
家
系
図
」（
星
野

氏
作
成
、
杉

崎
静
代
氏
補
訂
）、
な
ら
び
に
「
星
野
家
文
書
」

の
記
載
を
も
と
に
、
筆
者
が
作
成

表�－��� 星野家�新井家略系図

�

�
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弘化�年�月�日

慶応�年元旦

明治元年�月

�月

	月


年	月

�年��月

�年�月��日

��月

	年�月

�月

	月

��年�月

�月

��月

��月

��年�月

��年
月

	月

��月

��年�月

��月�日

��日

��年�月


月

�月

��月

��年	月

��年
月

��年�月

��年�月


月

星野七郎右衛門朋信、ヨシ夫妻嫡男として出生

家督相続

年寄見習、および足尾銅山吹所世話役見習となる

前橋鎮撫所附属となる

岩鼻県公用掛となり苗字帯刀御免、数箇月後辞職�会計担当�

製糸伝習のため、前橋製糸所へ入場、速水堅曹に就く

水沼製糸所建築開始

水沼製糸所開業

横浜英八十九番 ����������� !"#$%&'を介して欧州へ試売

実弟(新井領一郎を米国に派遣し、販路開拓に従事させる

熊谷県第二課附属世話掛拝命�熊谷県勧業掛�

生糸���斤を米国に直輸出�本邦初の生糸直輸出�

改良座繰結社(亙瀬会社結成､｢勘査人」就任�本邦改良座繰(産業組合の嚆矢�

改良座繰製糸���斤を米国に直輸出�本邦初の改良座繰製糸の直輸出�

群馬県第二課附属世話掛重立拝命�群馬県�

水沼生糸改所頭取拝命�群馬県�

仏国万国博覧会で一等賞金牌受賞

第�回内国勧業博覧会で鳳紋賞牌受賞

桐花、敷島、沼田、亙瀬、黒川、山田の六組連合の組織(精糸原社設立、副頭取

就任

県会議員に当選、初代副議長に就任、県会終了後直ちに辞職

横浜共進会生糸繭審査掛拝命

横浜共進会で一等賞金百円下賜

濠州メルボルン府万国博覧会で二等賞受賞

上毛繭糸改良会社開業、頭取就任

横浜同伸会社開業、取締役就任

第�回内国勧業博覧会審査官拝命

大日本農会創立)幹事長品川彌二郎*、特別会員として参画

第�回内国勧業博覧会で銅牌、有功一等賞牌受賞

八王子共進会で二等褒状受賞

桐生七県連合共進会で二等賞銀杯受賞

農商務省製糸諮詢会会員拝命

日本蚕糸協会幹事就任

+この頃東京市�町区飯田町
丁目�番地に邸宅を構える�

繭糸織物陶漆器共進会審査官拝命�東京上野開催�

藍綬褒章を賜わる

� � � � �

表�－��� 星野長太郎履歴一覧
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明治��年�月

�月

	
年�月

		年�月


月�日

	�年�月�日

�月

��月�日

��月

	�年
月

�	月

	�年�月��日

�月


月

	�年�
月

	�年�月

��月

�	月

	�年�月

�月

	�年��月

�
年�月��日

�月�
日

��年�月

��年�月

��年�月	�日

��年�月�日

�月

��年�月

��年�月�日

��年�月

��月	�日

群馬県蚕糸業組合取締所頭取就任

蚕糸業組合中央部幹事就任

日本蚕糸協会幹事兼第一部長、および群馬県蚕糸業組合取締所頭取辞職�改組

ならびに兼務不可のため�

上毛繭糸改良会社頭取辞職

蚕糸業組合中央部幹事辞職�同組織廃止のため�

生糸消費地の見分のため、米�仏�伊三国へ視察旅行に出発�横浜発�

欧米視察旅行より帰国�横浜着�

農商務省蚕糸業諮詢会委員拝命

第�回内国勧業博覧会審査官拝命、第三部勤務を命じられる�内閣�

藍綬褒章飾版を賜わる�内閣�

第�回内国勧業博覧会審査官被免

中央蚕糸協会、および蚕種検査法実施会結成�帝国議会への圧力団体�

蚕業中央協会結成、幹事就任�帝国議会への圧力団体�

臨時博覧会事務局評議員拝命�内閣�

大日本蚕糸会創立、評議員就任��	年�月まで�

蚕業振興同盟会結成、幹事就任

蚕糸業振興会結成、幹事就任

大日本農会第��回農蚕品評会審査委員に委嘱される

臨時博覧会事務局評議員被免

全国蚕糸業大会特別委員就任�全国蚕糸業大会会頭 前田正名�

日本蚕糸会中央本部主事就任�日本蚕糸会会頭 前田正名�

第�回内国勧業博覧会審査官拝命、第一部勤務を命じられる�内閣�

第�回内国勧業博覧会審査官被免

臨時博覧会評議員拝命�内閣�

清国蚕糸業見分のため、江蘇、浙江、西広、東外各省へ視察旅行に出発�横浜発�

清国視察旅行より帰国�横浜着�

大日本農会紅白綬有功章受賞

大日本蚕糸会技芸委員に委嘱される

大日本蚕糸会金賞牌受賞

衆議院議員当選�群馬県郡部選出�

大日本蚕糸会参事�評議員就任���年�月まで�

大日本蚕糸会理事就任���年�	月まで�

勲四等に叙せられ、旭日小綬章を賜わる

衆議院議員満期退任

逝去�東京市�町区飯田町�丁目�番地邸内�

� � � � �

注��典拠 ｢星野長太郎履歴｣�｢星野家文書｣�。この史料は明治��年星野長太郎没後成立。なお他にも数点、

成立年次の異なる履歴書があるので、それらの記述も参考にした。

注��一部の記事は他の「星野家文書」で補った。

注��表中の� �は筆者が補ったものである。
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第�章 星野家文書とその研究史

本章ではまず本論文の根本史料である星野家文書について確認を加えておきたい。現在星野家文

書は、星野長太郎直系の孫にあたる杉崎静代氏�大正	年
月	日出生�により旧星野家邸内の土

蔵に於いて保存�管理がなされている。星野家文書は近世初期より昭和前期に及ぶ一大文書群であ

り、目録化をみた史料だけでも近世約 ����点、近代約 
���点にも上るものの����、なお書翰を中

心とする厖大な未整理文書を包含しており、恐らく文書総点数は
万点を越えている。これら文書

群中、殊に注目されるものは星野長太郎が残した優秀な一次史料��日記、日誌、草稿、書翰等

��であり、これらの史料は ����点以上にも達している。それに新聞、雑誌、刊本等の同時代の

関連史料を累加するならば、合計 ����点以上にも及ぶことであろう。当然のことながら、これら

の文書には公私両面にわたる豊かな情報が秘められており、しかも国立国会図書館以下、各種史料

保存機関に現存しない貴重な文献が多数含まれている。本論文に於ける筆者の叙述は、かかる一大

文書群の精査�検討の成果を土台としたものであり、これに関連史料の蒐集�検討を通じて得られ

た知見を付加、以て体系的に構築をみたものである。

なお筆者は、現在単独で星野家文書の史料整理に従事しており、本論文執筆に際しても史料整理

の過程で得られた新出史料の紹介�活用が強く意図されている。蓋し関東大震災、そして第二次大

戦に伴う戦災の後、本邦には質量ともに星野家文書に比肩し得る生糸直輸出関連の史料群は存在し

ておらず、本論文の基幹部も、その多くは「天下の孤本」群とも言い得る希有な原史料�刊本等か

ら綴り出されている。

ついで本論文の主題とも関わる近代星野家文書使用の研究、乃至概説について一覧しておきたい｡

管見によればその初例は、明治 ��年������	月刊行、大塚良太郎『蚕史』前編の記述にまで遡

る����。星野長太郎の家宰�側近にして､当時横浜生糸検査所技手の職にあった大塚良太郎は、星野

長太郎提供に係る一次史料を誰よりも豊富に利用し得る特別な立場にあり、その成果は前編�後編

をあわせて ����頁�統計 �
頁をも含む�という『蚕史』の随所に鏤められている。これら全箇条

を逐一指摘するには及ぶまいが、例えば前述の明治�年���
��
月、外国商館試売関連書翰����､

さらに明治�年�月、生糸直輸出成功関連書翰����は、いずれも星野長太郎自身が提供した史料に

他ならない。

この後、昭和前期になって藤本實也が生糸直輸出に至る経緯を叙述しているが、これらは大塚良

太郎『蚕史』の祖述に他ならず、藤本實也が星野家文書を閲覧�入手して紹介したものではなかっ

た����。同様に藤本實也は『日本蚕糸業史』第�巻����、第
巻��
�、ならびに『開港と生糸貿易』

下巻����に於いて星野長太郎、水沼製糸所、上毛繭糸改良会社、横浜同伸会社等に関して簡単な叙

述を行っているものの、これらも星野家文書の知見の下、綴られたものではなかった。そして原史

料に依拠せざる生糸直輸出の叙述は、昭和 ��年�������月刊行、『群馬県蚕糸業史』上巻����、

昭和 ��年 ��月刊行、『農林行政史』第�巻����以降も是正されることなく、昭和 ��年代を迎える
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に至っている。

しかしながらこの昭和 ��年代を転機として、かかる研究手法上の制約は解消され、初めて星野

家文書を使用した生糸直輸出研究に道が開かれている。即ち昭和�	年��	���
月開始の『群馬県

史』編纂事業の進展に伴い、昭和 ��年�月以降、昭和 �	年
月まで断続的に星野家文書の部分的

整理が試みられ、目録作成、および史料撮影が行われており、その最初の成果として昭和 ��年


月刊行、『群馬県史』資料編 �� 産業��蚕糸織物編�が公表されている����。同書中、星野長太

郎の事蹟に係る
項目、即ち「水沼製糸所｣����－���頁�、｢亙瀬組｣����－���頁�、｢精糸原社｣

����－���頁�、｢上毛繭糸改良会社｣���	－���頁�が立項をみており、さらに星野長太郎関連の別

の史料も掲載されている。 ���頁を越える翻刻の大部分は星野家文書である上、それら大半は従来

知られることのなかった新出史料であった。従って当該分野の研究者にとっては、実に衝撃的内容

であった筈である。因みにこの翻刻の成果は、平成元年��	�	��月刊行、『群馬県史』通史編�

の中で部分的に使用されている�後述�。

なお『群馬県史』編纂事業と平行するかたちで、同時期、他の研究主体による近代星野家文書の

調査�史料集刊行の試みがなされている。即ち当時明治大学教授であった加藤隆、カリフォルニア

大学ロサンゼルス校 ����������であった阪田安雄、産業能率短期大学非常勤講師であった秋谷紀

男の三者は、昭和 ��年��	��� ��月以降、近代星野家文書ならびに在米新井家文書��新井領一

郎の長男�新井米氏によりカリフォルニア大学ロサンゼルス校に寄贈��の調査を本格化、史料集�

論文集刊行に動き出している����。そしてこの計画の第一弾として、昭和 ��年�月刊行、『日米生

糸貿易史料』第�巻�近藤出版社、本文���頁�が世に出されている。｢事蹟�経歴｣��－��頁�、

｢星野長太郎と水沼製糸所｣���－�		頁�、｢新井領一郎の渡米｣����－���頁�、｢生糸直輸出の開始｣

����－���頁�の
項からなるこの史料集は、合計 ���点もの関連史料を掲載、その圧倒的大多数

は学界初紹介の新出史料である。殊に圧巻であるのは明治�年
月の渡米以降、明治 ��年
月に

至る星野長太郎、新井領一郎兄弟の往復書翰であり、従来未解明であった生糸直輸出創始段階の状

況が当事者の直接的史料を通じて明瞭に理解される。太平洋を隔てて�世紀の間、互いに照合され

ることのなかった兄弟の信書が、同一の紙面に脈絡を以て配列されたことの意義は大であり、生糸

直輸出研究上、最高�最良の史料集がここに公刊をみたことになる。

因みに同書の第�巻では、カリフォルニア大学ロサンゼルス校所蔵の新井領一郎書翰、ならびに

米国連邦政府公文書館所蔵の関連史料を中心に史料が掲載される予定であり、さらに第
巻では編

者等による論文が掲載される予定であった����。しかしながら第�、第
巻刊行の計画は、第�巻

刊行後の出版社の倒産のため頓挫を来しており、現在に至るまで出版の機会は訪れていない。実際

問題、阪田安雄の離米帰国、秋谷紀男の地方赴任�長岡女子短期大学�、さらに出版事情の悪化等

から共同研究�出版計画は放棄��この ��年間、関係者は星野家を訪問していない��されたも

のの如くである。

次に近代星野家文書を使用した研究として、星野家、および水沼製糸所の所在地�群馬県勢多郡
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黒保根村による村誌編纂事業を紹介せねばならない。昭和 �	 年
�����
月開始、平成�年

����	��月終了の『黒保根村誌』編纂事業の過程に於いては、先述の『群馬県史』編纂室の調査

以上に精密な再調査�目録化が行われるに至っている
���。その結果、星野家文書全体の�割前後

にあたる�万 ����点余の近世�近代文書目録
近世編は昭和 ��年�月、近代編は平成�年�月に

刊行�が公刊されており、より精緻な史料把握が可能となっている。かかる研究環境の整備を踏ま

えて、黒保根村誌編纂室による史料翻刻が着々と進展をみている。そして、平成元年�月刊行、

『黒保根村誌』資料編が世に送り出されている
���。同書は全�冊
本文 ����頁�に古代以降、近

現代史料に至るまで盛り込む性格上、製糸業関連の史料は限定的掲載の域に止まるが
	��－	��頁�､

その比重は星野長太郎、新井領一郎、そして水沼製糸所関連史料に置かれている。これら史料、な

らびに分量的に掲載が見送られた史料は平成�年�月刊行、『黒保根村誌』�
近代�現代通史�

の叙述で活用をみている。

ついで平成元年
������月刊行、『群馬県史』通史編�
産業�経済�について言及したい
���｡

右の『黒保根村誌』資料編とほぼ同時期に公刊された同書に於いては、当時東京大学教授であった

石井寛治が「星野兄弟と水沼製糸所｣
���－��	頁�、｢改良座繰の発展｣
���－��	頁�の両項目に

ついて叙述を行っている。その内容は、昭和�	年�月刊行、石井寛治『日本蚕糸業史分析��日本

産業革命研究序論��』
東京大学出版会�、および昭和��年
月刊行、同「明治期の群馬の生糸｣

�『群馬の生糸』みやま文庫�の要約となっている
�	�。従って生糸直輸出に関する新研究という要

素は、乏しいように見受けられる。但し生糸直輸出研究上の文献として、長く参照されるべき新文

献である。

以上の研究動向を回顧するとき、近年優秀な史料集が刊行をみたにもかかわらず、その積極的活

用は後代の課題として残されている観がある。事実、史料上位、叙述下位という不均衡が是正され､

適正化をみるまでには時日を要している。そしてこの孵卵期の後、遂に刊行をみたのが『黒保根村

誌』�
近代�現代通史�所載の新業績である。即ち平成�年
���	��月刊行、｢水沼製糸所と

星野長太郎｣
��－��	頁�、｢改良座繰製糸社亙瀬組の組織と活動｣
��	－���頁�の�項目の叙述

を通じて、国文学研究資料館教授丑木幸男は、水沼製糸所創立以降、明治 ��年代前半までの軌跡

��記述の中心は明治 ��年代であるが��を星野家文書、新井家文書の双方を使用しつつ、初め

て明瞭に跡づけており、先行研究の水準を凌駕する力作を著している
���。この合計 �	�頁にも及

ぶ研究にあっては、星野家の来歴や星野長太郎、新井領一郎兄弟の事蹟が適切に把握された上で、

水沼製糸所、亙瀬組の経営分析が施されており、しかも単なる金融�収支の一面に偏することなく､

工場組織の変遷や工女、その他使用人の労働実態についても、豊富な史料と分析表を提示、詳密な

る言及がなされている。また明治初年、生糸直輸出敢行当時の生糸売買の実情に関しても、『日米

生糸貿易史料』第�巻の成果を主、星野家文書の新出史料を従とする史料引用の下、言及がなされ

ている。明治 ��年代後半以降の生糸直輸出については、手薄な観を否めないが、これは『日米生

糸貿易史料』第�巻以下が未刊の故、致し方ないことであろう。しかしながらこの研究は、水沼製
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糸所および亙瀬組に関してはまさに画期的業績であり、学界に裨益すること甚だ大である。丑木幸

男の研究に比すれば、『群馬県史』通史編�の概述は簡略にすぎ、加藤隆�阪田安雄�秋谷紀男三

者の企図が時と場所、人をかえてここに実現したものと評し得る。

丑木幸男の研究は、確かに明治 �	年代以降に関する叙述に乏しく、また精糸原社、上毛繭糸改

良会社、横浜同伸会社、横浜生糸合名会社等、群馬県一県、または全国規模の企業については、僅

かな言及に止まる。これは『黒保根村誌』という性格上、致し方ないことかも知れないが、水沼村､

黒保根村という小地域を離れた水準の星野長太郎の公私にわたる活動については、記述が少ないと

言わねばならない。例えば筆者が嗣出の本論文で検討を行うが如き星野長太郎以下、蚕糸業者�生

糸直輸出業者による斯業保護請願、ならびに立法制定運動に関しても、分析の対象外となっており､

筆者の
論文の要旨が
頁弱、掲げられるに止まる� ���頁��
��。それにもかかわらず筆者は丑木

幸男の業績が従来の水沼製糸所、および亙瀬組に関する叙述の全てを凌駕した、現時点では最高水

準の研究であることを確信しており、筆者の学ぶべき点は多いと考えている。

最後に研究という範疇には入らないものの、近代星野家、ならびに新井領一郎に関する伝記的文

献を�点紹介しておきたい。まず第
は、���� ��������� 	
���
��
�女史が著した �������

��� ������ � �����
�
 ��� ��
����� �
�����
 �� � ������� ����
����� ��
�� � ��� !

である��	�。高名な歴史家にして、元駐日米国大使であった "�#�� $%	
���
��
�の夫人である女

史は、新井領一郎、そして元勲松方正義の孫にもあたる。本書はこのふたりの祖父を中心とする伝

記であり、その中で 	�&��
��& ����の章が全 ���頁の�分の
程度を占めている。�原書���－���

頁�。本書の執筆にあたり女史は、星野長太郎直系の孫の星野��杉崎静代両氏、ならびに新井領

一郎の長男の新井米氏から提供された史料を参考にしつつ、夫の助言の下、新井領一郎の伝記を纏

め上げており、本章を含むこの伝記集は昭和 
�年、������� ����
����� ��
��より刊行をみてい

る。本書は星野家の歴史、さらに水沼製糸所創立以降、生糸直輸出敢行に至る経緯についても言及､

そして明治�年�月、新井領一郎の渡米から昭和 ��年�月、滞米�逝去に至るまでの叙述を含む｡

なお邦訳は昭和 
�年��月、『絹と武士』�広中和歌子訳、文藝春秋社�という表題の下、刊行をみ

ている����。現在、忘れ去られたに等しい星野長太郎、新井領一郎兄弟の事蹟を、初めて米国、そ

して日本の読書界に知らしめた功績は大であると言わねばならない。

次に第�は、平成�年����
��月刊行、阪田安雄『明治日米貿易事始��直輸の志士�新井領

一郎とその時代��』�東京堂出版、全 ���頁�である����。平成�年、 ��年間にも及ぶ在米研究

生活から離れて帰国した阪田安雄は、大阪学院大学教授に就任しているが、本書は財団法人森村豊

明会の支援の下、刊行をみた新井領一郎の伝記であり、明治�年�月、生糸直輸出開始前後から、

明治 ��年 ��月、横浜同伸会社創立直前までを扱った一般向けの文献である。従って本書は、昭和

��年�月逝去に至るまで、米国実業界を舞台に活躍した新井領一郎の長い生涯のうち、生糸直輸

出草創期の数年間に焦点をあわせて綴られた伝記であり、『日米生糸貿易史料』第
巻の成果を踏

まえて執筆されている。本書は当然、星野家の歴史や星野長太郎と水沼製糸所について十分な記述

＝ ＝
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を割いているが、同時に新井領一郎渡米当時の米国絹織物業界の情勢についても、�章を割き

�｢産業都市パターソン」��－	�頁
、詳述がなされており、直輸出生糸を受け入れた米国側の事情

についても極めて有益な叙述がなされている。一般向けの図書という性格上、星野長太郎、新井領

一郎間の往復書翰の引用の大半は、現代日本語訳のかたちで掲載をみるが、それにもかかわらず直

輸出敢行当時の状況が活写されている。

但し本書には校正の不備によるものであろうか、多量の誤記、誤植がみられる。例えば前半の

���頁に限定しても、 ��箇所以上の不都合な箇所を指摘し得る。また誤植ではなく阪田安雄の誤

解に基づくものであろうが、新井領一郎の養父を「新井系策」と表記したり���	、��	、�
�各頁
､

星野長太郎、新井領一郎兄弟の重要な支援者を「速水賢曹」と表記したり���、���、���、���、

���、���、���、���、���、��
、���、���、��	、���、���、���各頁�している。これは林董を

｢林薫」と綴ったり�	�頁
、勝海舟を「勝海洲」と綴ったり����頁
、赤城山を「赤木山」と綴る

誤記����頁�とは自ら性格を異にしており、本書の信頼性に悪影響を及ぼすものである。

また藤本實也を「元横浜税関長」と誤述したり���
頁
、明治�年�月当時、熊谷県権令であっ

た楫取素彦の職名を「群馬県令」と誤述したり���	頁
、星野長太郎を破産者として誤述したり

��
、���各頁。家産整理と破産の区別を取り違えているものか
、在京時代の星野長太郎書翰�記

録は「星野本家に移管されることはなかった」と記述したり����－���頁�と、問題のある誤記が

見受けられる。従って筆者は、近い将来改訂版が出されることを願っている。

以上、近代星野家文書を使用した主要業績、および関連文献について検証を加えてきた。これら

業績�文献をも含めて、星野家、乃至星野長太郎、新井領一郎兄弟の事蹟について、直接的、間接

的に言及する文献��近世星野家関連の文献も含む��は、表�に示すように決して少数に止まる

訳ではない。

しかしながらこれら文献の中には、原史料によらない断片的叙述に終始するか、または水沼製糸

所創業から直輸出開始当時の叙述に力点を置く余り、他の重要側面を捨象するが如き傾向を帯びて

いるものも存在している。また筆者が提起してきた生糸直輸出運動史研究という視点は、希薄であ

るか、または皆無であると思われる。それ故、筆者が以下展開する嗣出論文の考察は、先行研究の

学恩を十分に被りつつも、それらとは一線を画しており、挙て独自の分析視角、問題関心による研

究であることを、ここに示しておきたい。

それでは以上の確認を踏まえつつ、号を改めて本論文の主題に関して検討を加えていきたい。

�とみざわ かずひろ�本学経済学部助教授
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明治��年
月

��年
月

�月

��年�月

昭和��年�月

	月

��年�月

��年��月

��年
月

��年�月

��年��月

��年
月

��年�月

��月

��年�月

��年�月

��年��月

��月

��年	月

��年�月

��年�月

��年�月

��年�月

��年��月

��年�月

�月

��月

��年

��年�月

�月

�月

��年�月

��年�月

平成元年�月

�月

佐野 瑛

大塚良太郎

大塚良太郎

群馬県内務部

藤本 實也

藤本 實也

大日本蚕糸会信濃支会

藤本 實也

群馬県議会

群馬県議会

群馬県蚕糸業協会

群馬県蚕糸業協会

勢多郡誌刊行委員会

農林大臣官房総務課

山田 武麿

横浜市

横浜市

通商産業省

海野 福寿

通商産業省

横浜市

石井 寛治

祖田 修

祖田 修

前橋市

群馬県

前橋市

���� ����� !"����

黒保根村

加藤 隆

井出 徹

加藤 隆 他�名

群馬県

丑木 幸男 他�名

黒保根村

#大日本蚕糸会�

#大日本蚕糸会�

『土地制度史学』第�号

『明治大学社会科学研究所紀要』
��－�

『群馬歴史民俗』第�号

生糸貿易史

製糸史

製糸編

刀江書院

塙書房

東京大学出版会

吉川弘文館

ミネルヴァ書房

産業�

星野家文書�

近藤出版社

近代$現代�

山川出版社

『大日本蚕史』正史

『蚕史』前編

『蚕史』後編

『群馬県蚕糸業沿革調査書』

『日本蚕史業史』第�巻

『日本蚕糸業史』第�巻

『信濃蚕糸業史』下巻

『開港と生糸貿易』下巻

『群馬県議会史』第�巻

『群馬県議会史』第�巻

『群馬県蚕糸業史』下巻

『群馬県蚕糸業史』上巻

『勢多郡誌』

『農林行政史』第�巻

｢近世養蚕地帯における地主制
の展開と賃挽製糸形態」

『横浜市史』第�巻上

『横浜市史』第	巻上

『商工政策史』第
巻

『明治の貿易』

『商工政策史』第��巻

『横浜市史』第
巻上

『日本蚕糸業史分析』

『人物叢書前田正名』

『地方産業の思想と運動－前田
正名を中心にして－』

『前橋市史』第�巻

『群馬県史』資料編��

『前橋市史』第�巻

%�&���� �'( %�)*

『資料所在目録』�

｢明治初期における生糸直輸出
の展開」

｢近世後期における農村支配機
構－上州の郡中取締制を中心に
－」

『日米生糸貿易史料』第�巻

『群馬県史』通史編


『群馬県の百年』

『黒保根村誌』資料編

���+��( �'�,
+�� �-. /��  

年 月 執 筆 � 刊 行 研 究 � 文 献 名 称 掲 載 雑 誌 等 名 称 備 考

表� 星野家および星野長太郎関連文献一覧�主要研究�関連文献�
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平成元年��月


年�月

�年��月

�年�月

�年�月

�年�月

�月

�月

�年�月

�月

�月

�月

�年�月

�月

�月

�年
年

�月

�月

�月

�月

�月

�月

�月

��年
月

富澤 一弘

群馬県

群馬県

富澤 一弘

板橋 春夫

富澤 一弘

佐藤 孝之

丑木 幸男

富澤 一弘

丑木 幸男

丑木 幸男

富澤 一弘

太田 貞祐

富澤 一弘

阪田 安雄

加藤 隆

黒保根村

黒保根村

黒保根村

黒保根村

黒保根村

富澤 一弘

西垣晴次�丑木幸男�
山本隆志

富澤 一弘

『群馬歴史民俗』第��号

『日本歴史』第���号

『群馬歴史民俗』第��号

『西垣晴次先生退官記念 宗教
史�地方史論纂』

『群馬歴民民俗』第��号

『ぐんま史料研究』第
号

『目白大学人文学部紀要 地域
文化篇』第�号

『史境』第��号

『信濃』第�	巻第�号

『�������』第�号

『政経論叢』第��巻第���号
�合併号�

『政友特報』第�巻

『近代群馬の蚕糸業』

近世�

近世


吉川弘文館

刀水書房

平凡社

ユーコン企画

高崎経済大学
学会

東京堂出版

明治大学政治
経済研究所

総論�近世

近代�現代�

近代�現代


近代�現代�

星野家文書


芙蓉書房出版

山川出版社

日本経済評論
社

｢星野長太郎と前期直輸立法制
定運動」

『群馬県史』通史編�

『群馬県史』通史編�

｢生糸直輸出奨励法の成立と星
野長太郎」

｢上州水沼村星野家にみる近世
後期の歳時習俗－現行習俗との
比較を通じて－」

｢星野長太郎と前期直輸立法制
定運動史」

｢上州桐生領における永高制の
変遷�山中入地域を対象に�」

｢豪農経営の展開－上州水沼星
野家の経営－」

｢其日録「星野朋寛日記」の紹
介と翻刻」

｢豪農による生糸直輸出」

『蚕の村の洋行日記』

｢蚕種検査法案をめぐる信濃蚕
種組合の動向－第�議会期を中
心に－」

『足尾銅山吹所世話役 星野七
郎右衛門』

｢輸出税撤廃運動をめぐる地方
蚕糸業者の動向－第�議会期を
中心に－」

『明治日米貿易事始－直輸の志
士�新井領一郎とその時代�』

｢上州�民間器械製糸の先駆者星野
長太郎の伊仏蚕糸業視察�明治初
期海外進出の企業者活動�」

『黒保根村誌』�

『黒保根村誌』


『黒保根村誌』�

『黒保根村誌』�

『資料所在目録』�

｢『政友特報』発見と星野家」

『群馬県の歴史』

｢初期議会期における蚕種検査
法案反対運動の軌跡」

年 月 執 筆 � 刊 行 研 究 � 文 献 名 称 掲 載 雑 誌 等 名 称 備 考
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註

��	「�戸籍抄本	」明治 ��年 �
月�日�星野家文書 近代未整理文書	。

���富澤一弘「星野家の沿革｣�『政友特報』第�巻、芙蓉書房出版、平成�年
月��
－��頁。
��	「宗門御改帳」慶応
年�月�星野家文書 近世文書番号��－���	。星野長太郎は註���によれば、慶応�

年元旦、家督を相続している。時に父 ��歳、当人 ��歳のことであった�数え年	。尤もこれは父の完全引退

を意味するものではなく、郡中取締役、足尾銅山吹所世話役の両役儀は、相変らず父が担っていた。なお、

本史料によれば、星野長太郎は慶応
年�月、年寄見習、および足尾銅山吹所世話役見習を務めている。
�
�佐藤孝之「社会の変動と村むらの動向｣�『黒保根村誌』�、黒保根村、平成�年�月����－���頁、および

丑木幸男「幕末�維新期の村むら｣�『黒保根村誌』�、黒保根村、平成�年�月����－���、���－���各頁｡
��	『黒保根村誌』資料編�黒保根村、平成元年�月����－���頁、および丑木幸男「幕末�維新期の村むら｣

�『黒保根村誌』�、黒保根村、平成�年�月����－���頁。
���加藤隆�阪田安雄�秋谷紀男『日米生糸貿易史料』第�巻�近藤出版社、昭和��年�月���－��頁。

���福澤�吉『福翁自伝』�岩波文庫、昭和 ��年 �
月����－���頁。
��	『黒保根村誌』資料編�黒保根村、平成元年�月����頁。
���註���と同。

��
�註������－���頁。
����星野家当主杉崎静代氏談。杉崎静代氏�大正�年�月�日出生�は、星野長太郎直系の孫にあたり、厖大な

星野家文書の保存�管理にあたられている。なお星野家の家宝とは、先祖伝来の刀工用金敷である。

���	「日誌綴込」慶応
年�月 ��日条�星野家文書 近代文書番号 ���
	。
����註����と同。
���	「要事綴込」慶応
年�月条�星野家文書 近代文書番号 ����	。

���	「日記」明治元年�月 ��日、 �
月 ��日、 �
月 ��日各条�星野家文書 近代文書番号 ����	。
���	「履歴｣�星野長太郎�年月日欠�星野家文書 近代未整理文書	、および『明治史料顕要職務補任録』�柏書

房、昭和 ��年 ��月����頁。

����註����慶応
年�月 ��日条。
����加藤隆「解題｣�註���解題���頁。
���	「履歴｣�星野長太郎�明治 ��年
月�星野家文書 近代未整理文書	。

��
�佐藤孝之「近世社会の形成と村の成立｣�『黒保根村誌』�、黒保根村、平成�年�月����－���頁。水沼村

の田畑、屋敷の合計は僅々��町歩余、そのうち田方は�反余��分�厘�に過ぎず、畑方も下畑、下々畑、

山畑の如き生産力に劣る耕地が ��町歩余��割�分�厘�を占めている。急峻な山地に位置する山中入十八

箇村は、いずこも同様である�『上野国郡村誌』�、群馬県文化事業振興会、昭和 ��年�月	。
����註����と同。
����註���と同。

����註����と同、および「速水堅曹履歴抜萃 自記 甲号」明治�年�月�日、�月 ��日、明治�年�月 ��

日各条�埼玉県越谷市大杉町、速水�男氏所蔵 群馬県立文書館寄託	。藤本實也「開港以後の製糸業｣�『日

本蚕糸業史』第�巻 製糸史、大日本蚕糸会、昭和�
年
月��
－��、��－��各頁。

����註����と同。

�


��

��

平成��年
月

��年��月

��年�月

富澤 一弘

丑木 幸男

富澤 一弘

『製糸�近代化の礎�』

『高崎経済大学論集』第��巻第�
号

群馬県立日本
絹の里

柏書房

｢近代日本および群馬の蚕糸業
�明治初期�昭和初期の統計資
料を中心に�」

『地方名望家の成長』

｢生糸直輸出奨励法研究の前提｣

年 月 執 筆 � 刊 行 研 究 � 文 献 名 称 掲 載 雑 誌 等 名 称 備 考



�����

高崎経済大学論集 第��巻 第�号 ����

���	註
��	��頁。

���	註
�
	と同、および大塚良太郎『蚕史』前編 �富桑園、明治 ��年�月	���－���頁。

���	註
�	�
－��頁。

���	註
�	��－��、���各頁。

��
	註
�	��－��、���－���各頁。

���	註
�
	と同。

���	註
�	�
－��頁、および大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治 ��年�月	���－���頁。

���	註
�	�
頁、および『農務�末』第�巻
農林省、昭和 ��年�月	����－���
頁。

���	註
�	���－���頁、および大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁。

���	註
�	���－���頁。

���	註
�	���－���頁。

���	註
�	���－���、���－���各頁。

���	註
�	���頁。

���	註
�	���－���頁。

��
	註
��	と同、および大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁。

���	註
�	���頁。

���	註
�	���－���頁。

���	註
�	���－��
頁、および橋本重兵衛『生糸貿易之変遷』
丸山舎、明治 ��年 ��月	��－��頁。

���	註
�	���－���頁、および註
�
�。

����「�新井領一郎宛星野長太郎書翰�」明治�年�月
星野家文書 近代未整理文書�。

���	註
�	���－���頁、および大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���頁。

���	藤本實也「米国直輸出｣
『日本蚕糸業史』第�巻 生糸貿易史、大日本蚕糸会、昭和 ��年�月	���－���頁､

および同「生糸直輸出の嚆矢｣
『開港と生糸貿易』下巻、刀江書院、昭和 ��年 ��月	���－���頁。後者���

頁には、この英文書翰の和訳が添えられている。

���	註
�	���－���頁、および大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁。

���	大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���頁、および藤本實也「米国直輸出｣
『日本蚕糸業史』

第�巻 生糸貿易史、大日本蚕糸会、昭和 ��年�月	���－���頁、同「生糸直輸出の嚆矢｣
『開港と生糸貿

易』下巻、刀江書院、昭和 ��年 ��月	���－���頁。

��
	大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁、および藤本實也「邦人の生糸輸出業｣
『日本

蚕糸業史』第�巻 生糸貿易史、大日本蚕糸会、昭和 �� 年�月	�
�－���頁、同「邦人生糸輸出業の勃興｣

�『開港と生糸貿易』下巻、刀江書院、昭和 ��年 ��月	�
�－���頁。

����「蚕業家町田 星野の両氏｣
『大日本蚕糸会報』第 ��号、大日本蚕糸会、明治 ��年�月	��－��頁。

����『資料所在目録』�
黒保根村、昭和 ��年�月�、『資料所在目録』�
黒保根村、平成�年�月�。

���	大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���、���－���各頁。

���	大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁。

���	大塚良太郎『蚕史』前編
富桑園、明治��年�月	���－���頁。

���	藤本實也「生糸直輸出｣
『日本蚕糸業史』第�巻 生糸貿易史、大日本蚕糸会、昭和 ��年�月	��
－���頁､

および同「生糸直輸出の嚆矢｣
『開港と生糸貿易』下巻、刀江書院、昭和 ��年 ��月	���－�
�頁。

���	藤本實也「生糸直輸出｣
『日本蚕糸業史』第�巻 生糸貿易史、大日本蚕糸会、昭和 ��年�月	���－���頁､

同「第三期 就緒時代｣
同上	���－���頁、同「生糸荷預所と内外商の�藤｣
同上	��
－�
�頁、同「邦人

の生糸輸出業｣
同上	�
�－���頁、同「日清戦争と生糸貿易｣
同上	���－���頁、同「生糸直輸出奨励法実

施と廃棄｣
同上	���－���頁。

���	藤本實也「開港以後の製糸業｣
『日本蚕糸業史』第�巻 製糸史、大日本蚕糸会、昭和 ��年�月	��－��、�

�－�
、��－
�、���－���各頁。

���	藤本實也「折返糸及座繰糸の改良｣
『開港と生糸貿易』下巻、刀江書院、昭和 �� 年 ��月	���－���頁、同

｢米国費府博覧会｣
同上	���－���頁、同「邦人の生糸輸出業｣
同上	���－���、�
�－���各頁、同「内外

生糸商間の�藤｣
同上	�
�－���頁、同「蚕糸業の保護奨励」���－��
頁。

��
�『群馬県蚕糸業史』上巻
群馬県蚕糸業協会、昭和 ��年�月�。

����『農林行政史』第�巻
農林協会、昭和 ��年 ��月�。

����『群馬県史』資料編 �� 
群馬県、昭和 ��年�月�。なお調査年月に関しては、『群馬県史研究』第 ��号
群馬



�����

星野家文書と星野長太郎�富澤�

県、昭和 ��年�月���	頁、および『群馬県史研究』第 �
号�群馬県、昭和 �	年 ��月����頁による。

�
��加藤隆「はしがき｣�註����－�頁�。

�
��註�
��と同。

�
��註����と同。

�
��『黒保根村誌』資料編�黒保根村、平成元年�月�。

�

�『群馬県史』通史編��群馬県、平成元年�月�。

�
��石井寛治『日本蚕糸業史分析��日本産業革命研究序論��』�東京大学出版会、昭和 ��年�月���
－���頁､

および同「明治期の群馬の生糸｣�萩原進編 『群馬の生糸』群馬県立図書館内みやま文庫 昭和 
�年�月�	�

－�
�、���－��
、��
－���各頁。

�
��丑木幸男「水沼製糸所と星野長太郎｣�『黒保根村誌』�、黒保根村、平成�年�月�
	－�	�頁、同「改良座繰

製糸社亙瀬組の組織と活動｣�同上��	�－���頁。

�
	�富澤一弘「生糸直輸出奨励法の成立と星野長太郎｣�『日本歴史』第 ��	号、吉川弘文館、平成�年�月���－�


頁。
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����ハル＝松方＝ライシャワー『絹と武士』�広中和歌子訳、文藝春秋社、昭和 
�年 ��月�。

����阪田安雄『明治日米貿易事始��直輸の志士�新井領一郎とその時代��』�東京堂出版、平成�年�月�。

＝ ＝


